
, 告々■|こェi[、IⅢ"3'cr i t iffl、 庁環■|いたい マた■ぅいエモ十1、 ど|じ イ ヽその

生 令を十!つ こitまで=十〔卜 「セj

30℃ の状持お 6時 沖以 上寺 く上ンヨウジヨウタ(ェは■換■ うである小、Trたちのイ今、 6

時間 どころか毎 郵のこと であ ったたい、 よ うとう神えてしま今た_

しかし、 このことは、実践的にシヨウジヨウパェの生有範 聞を知るに車 ったわけてある。 と

工い うわけて、受体みも終わ りの 3月 30日 、私たちは再 優i三 島の遺伝学研究所を訪ね、

mu ■ an+ sを いただいてきた。たが、以前のような在類が手に入 らず、思 うような

実験 もできなか った。

5)ク ロショウショウパェの鞭 色体の観察

観察方法

05飾 幼虫をえらび、リングルtaの入った時計皿のなかで柄付針て体の前端と腹部をおさえ

前端を引っばると、脂肪体ぶ附着した、一対の透明加割峡かててくる。

脂肪体をとりのそき、 1規 定の塩酸溶液中に30秒 以内お くっ

②スライドグラスにカーミン松を簡下し、その中醜 を移す。

③5～10分後、カパーグラスをかぶせ、腰の強い針で強く押しつぶし、余分なカーミンを     1

カ′(一グラスの上につけない ようにする。

0100倍 くらいの特率の顕微館できれぃに広がった像をさかす。

※本によれば、このようになっているおく、私たちの'ま一時的なものなので、衛易的な方法で

行なった。

(エ スリカa唾 腺観察の場合と同様 )

は、第一号に記したような方法で発表し、クロショウショウパェのし垂険

/夕祇Fttβ
写浅守

十七岩劇 篭を奏綴 緑:密書子を払る。(そんなに類 いしらヤ)
ジヨウパエの実験はここまでで、その後は牧室 に引継 ぐことになった、彼

のできなかった実験を成功させるよう期待 してい ます。

「
鉄ャザチぉ

昼 メ ダカとその体色変化に関する実験

佐  藤  た み 子

長 谷 ) t i  和  子

I  メ ダ カ に つ い て

' '■ ( O r、 Z十ヵ、 1 3 t t pぃ 〉(キ‐・4 7 ! |の■■て、★■くなってこZ T‐, 4  c i nて ら



て寸卜をの       い にしかた めヤサスタ.

ヤびれは 6軟 夕、 しりび"は 17～ 19稼 条です。

l・n今、 6        メ ダカは卵生ですが、時 々体内で受料す ることがあ ります。 また艇産 魚のする追尾の習性

をみせるので、胎荏魚にかな り近い親 とみられています。

ある。と        分 布は北海道を除 く日本各地 ・朝鮮南西部 ・中国 '台 湾などで、浅い池沼 ・水田 ・小川な

千を訪ね、        ど に棲んでいます。

tうような        そ の体色にはかな う変異お`みられ、野生のクロメダカに対 して、淡か っ色 ・白色 ・女赤色

のものがあ ります。 この内自色のシ,メ ダカと☆赤色のとメダカは交配するとその体色ぶ伴

性遺伝することで知 られています。 またヒメダカは観賞用として市販 されています。

またメダカにはたくさんの方言があ り、その故は 1000を こえるといわれてい ます。そ

の一部を紹介 します と、東京でメダカ メ タカ .メ ザカ、京都で ウキンタ・オキンチャ_ド

;をおさえ       ン パイ、大阪て ヨマンシヤtr,ミ ミンシヤョ マ メンシヤ」な どです。

このよ うにた くさんの方言わ1あることでもわかるように、 メ グうほ ど多 くり 人々に親 しま

れてきた魚はないで しょう。

―ミンを

な方法で

のDttg康

しら…?)

った。彼

み子

子

c i nイ' )

II メ タカの色索細抱と体色の変化について

メダカの体色は、色来細胞とい う特別な形をした細抱の状態て決まってきます。

色集綱胞には黒色e素 (メ ラ‐ン)を合む系色色素細胞 (メ ラノホーア ),☆ e色 来 (子

サントフイル )を含む求色色素綱抱 (キサントホーア )グ アノホーアと呼ばれて嗜視野で

見ると白ないしブロンズ色を呈する色素細胞があります。これらのなかで野生のクロメダカ

の体色変化に関係するのはメラノ本一アです。

メラノホーアの場合、色素細胞内の色宗粒bi細胞に広がると、 メ ダカの体色は黒 っばく見

え、また中心部付近に集まってしまうと、自→ぼく見えます。

メダカを自い容器と黒い容器て別々に銅育すると、自い容器て飼 ったメダカは自っだく見

え、黒い容番で飼ったメダカは黒っばく児】えます。前者は色素粒ぶ色素細胞の中心都付近に

集まったためであ り、後者は色素粒か色素細阻内に広かったためです。

III 周囲の色とメダカの体色変化の実験

l A B C D四 個の水補を用吉tフ、それそれの水補に2ヽ 5匹 のメダカを入れて明る

い窓ぎわに置きます。

2 四 4Fの各水樟の メタカの背部からウ0ョ を 1～ 2枚 はぎとります。次にはぎとったウロ

ヨの色素細胸の状態を顕微鏡を用いて縛察し、色素粒の広小 ,ぐあぃをメラノネーアイ

ンデツクスによって段階を決め平均値を出します。

口
■
日
日
，
日

- 1 2 -
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お'をつ十1共|よ下■びiIう になり、4よ 特とも2 4～ 2 もという平たriか的たした。

(どの,k背十の メグカも1呵じ也に乳えます。 )

群 ( 1 2 5 4 5 平均値

A 2 1 1 3 0 2 6

島 4 1 0 9 ` 0 2 6

け 4 1 1 6 1 0 2  4

D 5 9 l o D 2 4

Aを 黒い布、 Bを 赤いt■ フアン、Ct背 いを,フ アンて包みDI ,そのますにしておい

て、 3 0分 後 と打時間後にそ才、それの水樽の メす力の体色変化を調べ ます。

A (黒 い布 )

殿 | 2 5 4 b 平均倍

2 8 1 1 3 0 2 6

50↑ 供 も 5 2 0 8 0 5 9

1はキトヤ友 ι も 8 1 1 3 5 7

(ホ セ ロ フ ア ン )

(J (itit・ ファン )

i,rt1l n 0 4 5 干々Tこ

1コ 6 1 2  4

る0チキ友 ‖  ム 1 7 2 2 | る  1

1 5 C 5  4

-15-

古十" ぜヽ 0 2 5 1 5 千均11

4 1 9 9 ` 0 2 る

` 8 分 11 8 111 20 2 7 0 5 0

11;‖1,t 0 0 4 4 3 5



D て ■のすPt r)trつ)

所 孫 1 2 る 4 5 1` 4づ| , (■

5 R 1 0 8 0 2 4

30年 後 4 β 1 1 5 2  5

1時 間後 6 ? け 6 0 2 4

結泉は以上のようでした。

これによりさす とDは 50分 後、 1時 lnR後ともに最初の平均値 とに とんど変ゎ ってぃま

4■ん、A B C tr方 も30今 後の平r71付はそれそ方あ☆り大差うヽあ リヤせん力( 1は ,

問後のものてはAと B Cの 間に持ちとでてt 京ヽす。つ すり単ぃ布をか 事せたAの ものぶ

一番黒 っば く見えるわけですっ

このようにメダカは周附の色によってその体色を変えます。

勤生の メクカは、水Frの色やまわ りの車の技 り方などによって体色を変え、その姿力tな

るべ くめたたなぃようにしていZ)のです。

iぃ      今 後は、体也変化 と水温 との関係な とも、調べてみたぃと思います.

「
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―  水 生 菌 病

金“にれのようなものltおいているのを 見たことうくれるたろうか。 このい、金Aは 水

生苗病にかか っている。別名水カビ病、綿 カピ蔵 ともい う。藻苗類のSarr帆●R「ia sp

お よび無“tya s,ち【魚体 に寄′十二するためにllARころぅ

汁球法は、ャラカイト、″'一 /500万 分の 1冷 液↓=つヤ|るか、宮5挙水中にこのな

度になるよう1てまけばiい .

■け我ルの金( 鯉 にもこのな気力`てた ,■ i:1,t、す,マ ン〃/蔵 カサⅢz、な4ttt F

金■をくま1てみた。fIⅢⅢ工■々。今てャi7rtWFな!ゎtつと,1に元'1【泳いてぃた|,1か し、

人よすぎて 1と ,仕1ャてしまった。溶ⅢⅢlモブ、れみ■、す ぐlrって くネ| 「ヽ、、このいヽt4吉

Jt■イ、水中でFF移ヤ↓】か il■)牛 をいri十■ワーェド,Lて 、 「十■)、 と い 、ユⅢⅢイ)。|

ェ卓んたヽのモti)る。そのイ生r」■新、卜,ぐ さ,1方、十い '|11ある■、iいべて、tつ も金

打・ド|ll'11t■竹を|!_て 11し, ぅヽ


